
途上国・都市におけるリープフロッグに関する調査研究

背景1 背景2

海外インフラ整備の戦略には
諸外国の的確なニーズを捉え
る必要がある！

対象国・地域の発展形態

背景・社会情勢・法制度等

R2年度調査事例抜粋

我が国政府の重点施策の一つであるインフラシステムの海外展開において、効果的な戦
略立案に資するための基礎的な調査を５カ年程度の計画で実施（本調査はその一環）

新たな技術の活用により、一
足飛びに飛び越える現象、い
わゆる「リープフロッグ（Leap
（跳躍）Frog（カエル））」型の発
展形態が出現！

発展段階の飛び越え
（リープフロッグ）

目的

次世代型の都市づくり
に資するインフラ

（仮想対象国・都市：欧米諸国）

平和・安定・安全
のためのインフラ

（仮想対象国・都市：アフリカ諸国）

※一気に発展が進む

（概念図）作成：国土交通政策研究所作成

○ドローンによる血液・医療物資輸送

○スマホを活用したEV配車サービス

○未電化地域向け電力事業

○道路混雑解消を目的としたライドシェアバスサービス

○ICTを活用した都市監視システム

○都市交通スマートシティ計画

○MaaS（定額制による公共交通
乗り放題サービス）

○感染症対策デジタルプラットフォーム


